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� 役場

平成29年度 古平町
平成18年度以来
11年振りの赤字!!

一般会計歳入

決算を報告します
　一般会計の歳入決算総額は42億1745万6919円で、前年度決算に比べ1.59％減、歳出決算総額は41億

6568万9035円で、前年度決算に比べ0.49％減となっています。

特別会計決算

　特定の事業を行うために、一般会計と分け

て設置される特別会計には国民健康保険、後

期高齢者医療、簡易水道、公共下水道、介護

保険サービスの各会計があります。各会計の

決算概要は次のとおりです。

町税…町民税・固定資産税など

地方贈与税…国が徴収した税金の

一部が市町村へ配分されたもの

地方消費税交付金…地方消費税

（市町村分）が、道から市町村

へ交付されたもの

地方交付税…一定のサービスを確

保するため人口や税収に応じ国

から交付されたもの

分担金及び負担金…町が行う特定

の事業により利益を受けるもの

が負担したもの

国・道支出金…町が行う事業に対

する国・道からの補助金など

寄附金…ふるさと納税などで町に

寄附いただいたもの

繰越金…前年度の余剰金が繰越さ

れたもの

諸収入…貸したお金の返済金や広

告収入など

町債…町の借入金

その他…基金繰入金、使用料及び

手数料、土地売払収入、その他

交付金など

（単位：円）

特別会計項目 歳入 歳出 歳入歳出差引額

国民健康保険事業特別会計 226,855,831 226,855,831 0

後期高齢者医療特別会計 57,462,513 57,236,512 226,001

簡易水道事業特別会計 195,687,609 195,687,609 0

公共下水道事業特別会計 182,323,579 182,323,579 0

介護保険サービス事業特別会計 46,527,993 46,527,993 0

合計 708,857,525 708,631,524 226,001

地方交付税
44.1% 

分担金及び負担金
0.1% 国・道支出金

15.9% 

寄附金
10.7% 

繰越金
2.4% 

諸収入
1.5% 

町債
11.6% 

その他
6.8% 

町税
5.0% 

地方譲渡税
0.5% 

地方消費税交付金
1.4% 

歳入

４２億

１７４５万６９１９円
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11
年
振
り
８
１
３
２
万
の
赤
字

　
歳
入
か
ら
歳
出
を
差
し
引
い
た

額
は
５
１
７
６
万
８
千
円
で
、
翌

年
度
へ
繰
り
越
し
た
額
１
３
０
１

万
４
千
円
を
引
い
た
実
質
収
支
は

３
８
７
６
万
４
千
円
の
黒
字
で
し

た
。
そ
こ
か
ら
財
政
調
整
基
金
積

立
金
を
加
え
、
財
政
調
整
基
金
取

崩
額
を
差
し
引
い
た
実
質
単
年
度

収
支
は
８
１
３
２
万
円
の
赤
字
で
、

平
成
18
年
度
以
来
11
年
振
り
の
赤

字
と
な
り
ま
し
た
。

　
平
成
29
年
度
は
事
務
事
業
の
大

幅
な
見
直
し
を
行
い
ま
し
た
が
、

実
質
単
年
度
収
支
が
赤
字
で
基
金

の
取
り
崩
し
を
行
い
ま
し
た
。
今

後
は
歳
入
に
見
合
っ
た
財
政
運
営

を
行
い
ま
す
。

歳
入
歳
出
と
も
に
減
少

　
平
成
29
年
度
は
、
降
雪
量
が
前

年
度
に
比
べ
増
加
し
た
た
め
、
除

雪
費
用
も
増
加
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
消
防
ポ
ン
プ
車
の
更
新
、
清

川
団
地
や
町
道
高
校
通
線
の
整
備
、

元
気
プ
ラ
ザ
及
び
海
の
ま
ち
ク
リ

ニ
ッ
ク
の
ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー
設
置

な
ど
を
行
い
ま
し
た
。
総
額
は
歳

入
歳
出
と
も
に
前
年
度
に
比
べ
減

少
し
ま
し
た
。

一般会計歳出

財政健全化判断比率・資金不足比率

　地方公共団体の財政の健全化に関する法律に基づき、平成29年度

決算に係る健全化判断比率等を公表します。

　すべての数値において国の基準を下回っており、健全ではありま

すが、実質公債費比率は平成28年度の8.3％から増加しています。

人件費…町職員の給料や町議会議

員や委員会委員の報酬など

物件費…消耗品の購入費、通信費

や公共施設の管理費などの経費

維持補修費…施設等の維持管理上

必要な経費

扶助費…高齢者や乳幼児等の医療

費助成や、児童手当の給付など

社会保障に必要な経費

補助費等…さまざまな団体への補

助金や負担金など

建設事業費…道路や公園、町営住

宅などの公共施設を建設する経

費

公債費…町債（町の借金）と一時

借入金の元本と利子の返済金

積立金…基金（町の貯金）などに

積み立てる費用

繰出金…他の会計や基金へ繰り出

すためのもの

【指標の説明】

実質赤字比率…市町村の一般会計

等の赤字の程度を指標化し、財

政運営の深刻度を示すものです。

連結実質赤字比率…全ての会計の

赤字・黒字を合算し、市町村全

体としての赤字の程度を示す比

率です。

実質公債費比率…市町村の借入金

の返済分等の大きさを指標化し、

財政負担をみるための比率です。

将来負担比率…市町村の借入金や

将来支払が見込まれる負債分を

指標化し、将来の負担を示すも

のです。

資金不足比率…公営企業の事業規

模に対する資金の不足額の比率

を示し、経営状況を把握するも

のです。

人件費
12.8%

物件費
20.9%

維持補修費
3.4%

扶助費
11.4%補助費等

9.6%

建設事業費
15.4%

公債費
10.6%

積立金
5.6%

繰出金
10.4%

歳出

４１億

６５６８万９０３５円

□健全化判断比率

指標名 決算比率
早期健全化基準
（国の基準）

財政再生基準
（国の基準）

実質赤字比率 ー 15.00% 20.00%

連結実質赤字比率 ー 20.00% 30.00%

実質公債費比率 9.10% 25.00% 35.00%

将来負担比率 17.90% 350.00% ー

□資金不足比率

会計名 決算比率
経営健全化基準
（国の基準）

簡易水道事業特別会計 ー
20.00%

公共下水道事業特別会計 ー
※各会計の資金不足比率は、黒字のため「ー（該当なし）」と表示しています。
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●
北
海
道
胆
振
東
部
地
震
の
対
応

　

９
月
６
日
に
発
生
し
た
北
海
道
胆
振
東

部
地
震
で
被
災
さ
れ
た
皆
様
に
対
し
心
よ

り
お
見
舞
い
申
し
上
げ
る
と
と
も
に
、
一

日
も
早
い
復
旧
・
復
興
を
願
っ
て
い
ま
す
。

　

本
町
で
は
、
北
海
道
か
ら
の
要
請
に
よ

り
９
月
23
日
か
ら
27
日
ま
で
の
５
日
間
、

厚
真
町
に
職
員
２
名
を
罹
災
証
明
書
の
発

行
支
援
業
務
の
た
め
派
遣
し
、
復
旧
・
復

興
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

本
町
の
地
震
発
生
に
対
す
る
対
応
は
、

震
度
３
を
観
測
し
た
地
震
発
生
後
か
ら
、

災
害
対
策
本
部
を
設
置
し
、
防
災
無
線
で

の
広
報
や
被
害
調
査
、
災
害
時
要
配
慮
者

宅
へ
の
声
か
け
訪
問
、
避
難
所
、
福
祉
避

難
所
の
開
設
準
備
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
、

携
帯
電
話
の
充
電
場
所
開
設
準
備
な
ど
に

あ
た
り
ま
し
た
。
地
震
に
よ
る
大
き
な
被

害
は
な
く
安
堵
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
地
震
発
生
直
後
に
は
北
海
道
全

域
に
停
電
が
生
じ
、
町
民
生
活
や
経
済
活

動
に
大
き
な
支
障
が
生
じ
ま
し
た
。

　

役
場
庁
舎
や
古
平
小
学
校
な
ど
の
主
要

施
設
の
非
常
用
発
電
機
は
正
常
に
作
動
し

停
電
対
応
に
あ
た
り
ま
し
た
。

　

特
に
、
災
害
時
要
配
慮
者
の
方
に
つ
い

て
は
、
町
か
ら
声
か
け
訪
問
な
ど
を
行
い
、

２
名
の
方
を
古
平
小
学
校
に
自
主
避
難
者

と
し
て
受
入
れ
ま
し
た
。

　

停
電
に
よ
る
被
害
と
し
て
、
電
力
復
旧

時
に
町
立
診
療
所
の
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
や
自

動
ド
ア
な
ど
電
気
系
設
備
、
動
力
系
設
備

に
大
規
模
な
故
障
が
発
生
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
地
震
や
停
電
対
応
を
検
証
し
、

今
後
の
防
災
対
策
の
充
実
を
図
る
と
と
も

に
、
町
が
行
う
「
公
助
」
の
み
で
は
、
限

界
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
災
害
時
の
大
原
則

で
あ
る
、
自
ら
を
守
る
「
自
助
」
、
お
互

い
に
助
け
合
う
「
共
助
」
の
精
神
を
町
民

の
皆
さ
ん
に
浸
透
す
る
よ
う
進
め
て
い
き

ま
す
。

●
中
心
拠
点
誘
導
複
合
施
設
建
設

　

役
場
庁
舎
及
び
文
化
会
館
建
設
に
つ
い

て
は
、
平
成
29
年
度
に
受
注
し
た
基
本
設

計
受
注
業
者
の
契
約
解
除
に
よ
り
、
当
初

の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
か
ら
大
幅
に
遅
れ
て
い

る
状
況
で
す
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、
基
本
設
計
、

実
施
設
計
、
本
工
事
、
工
事
監
理
を
一
括

で
発
注
す
る
「
設
計
施
工
一
括
方
式
」
を

採
用
し
た
公
募
型
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
の
公
告

を
７
月
17
日
に
行
い
、
参
加
業
者
か
ら
技

術
提
案
を
受
け
、
９
月
11
日
に
北
海
道
科

学
大
学
の
福
島
明
教
授
を
審
査
委
員
長
に

外
部
有
識
者
を
含
め
審
査
委
員
会
を
開
催

し
、
大
成
建
設
株
式
会
社
を
最
優
秀
者
と

し
て
決
定
し
、
９
月
20
日
に
基
本
協
定
を

締
結
し
ま
し
た
。

　

今
後
、
基
本
設
計
業
務
を
契
約
し
、
図

書
館
、
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
、
地
域
防
災

セ
ン
タ
ー
、
役
場
庁
舎
の
機
能
を
持
っ
た

施
設
を
複
合
的
に
整
備
し
、
北
海
道
内
で

は
初
の
建
築
物
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
性
能
表
示

制
度
（
Ｂ
Ｅ
Ｌ
Ｓ
）
の
認
証
を
受
け
、
省

エ
ネ
法
基
準
建
物
か
ら
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費

を
省
エ
ネ
の
み
で
50
％
削
減
し
た
ビ
ル

「
Ｚ
Ｅ
Ｂ 

Ｒ
ｅ
ａ
ｄ
ｙ
」
を
目
指
し
検
討

を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
こ
れ
ま
で
検
討
が
進
ま
な
か
っ

た
こ
と
か
ら
、
住
民
の
皆
様
に
対
し
、
基

本
構
想
以
降
の
情
報
を
共
有
で
き
ず
に
お

り
ま
し
た
が
、
基
本
設
計
の
概
略
が
ま
と

ま
り
次
第
、
町
広
報
な
ど
に
よ
る
情
報
共

有
を
図
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
現
在
進
め

て
い
る
観
光
交
流
施
設
整
備
を
中
心
と
し

た
「
ま
ち
な
か
再
生
事
業
」
の
概
要
、
町

政
全
般
の
諸
課
題
も
含
め
た
形
で
、
町
民

の
皆
さ
ん
か
ら
直
接
ご
意
見
を
お
聞
き
す

る
広
聴
の
機
会
を
11
月
に
は
設
け
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

●
古
平
町
１
５
０
年
事
業

　

開
町
記
念
日
の
９
月
４
日
に
２
１
３
名

の
参
加
を
い
た
だ
き
、
記
念
式
典
を
開
催

い
た
し
ま
し
た
。
記
念
式
典
で
は
、
永
年

町
の
発
展
に
寄
与
さ
れ
た
功
労
者
と
功
績

者
の
表
彰
を
行
い
、
過
去
の
歴
史
を
振
り

返
り
新
た
な
未
来
へ
と
動
き
出
す
記
念
動

画
の
上
映
や
古
平
小
学
校
児
童
に
よ
る
全

校
合
唱
や
た
ら
つ
り
節
踊
り
が
披
露
さ
れ

ま
し
た
。

　

ま
た
、
８
月
４
日
に
開
催
し
た
陸
上
自

衛
隊
第
11
音
楽
隊
の
演
奏
会
に
は
、
約
３

０
０
名
の
町
民
の
皆
さ
ま
に
参
加
い
た
だ

き
、
力
強
く
そ
し
て
心
地
よ
い
音
色
を
楽

し
み
ま
し
た
。

　

今
後
は
、
９
月
29
日
に
酒
米
の
収
穫
祭
、

10
月
21
日
に
植
樹
祭
を
開
催
す
る
予
定
で

あ
り
、
地
酒
づ
く
り
や
新
ご
当
地
グ
ル
メ

の
開
発
な
ど
「
祝
う
」「
知
る
」「
創
る
」

を
テ
ー
マ
に
引
き
続
き
事
業
を
展
開
し
、

古
平
町
１
５
０
年
の
大
き
な
節
目
を
未
来

へ
の
新
た
な
ス
タ
ー
ト
と
し
て
、
コ
ン
パ

ク
ト
シ
テ
ィ
・
プ
ラ
ス
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

の
ま
ち
づ
く
り
な
ど
、
古
平
町
の
未
来
創

造
へ
向
け
積
極
的
な
取
り
組
み
を
進
め
て

い
き
ま
す
。

●
ふ
る
さ
と
納
税

　

ふ
る
さ
と
納
税
の
状
況
は
、
８
月
末
現

在
、
寄
付
件
数
３
６
６
９
件
（
対
前
年
同

期
比
34
・
４
％
）
、
寄
付
額
４
４
６
２
万

円
（
対
前
年
同
期
比
34
・
８
％
）
と
な
っ

て
お
り
、
昨
年
４
月
の
総
務
大
臣
通
知
に

従
順
す
る
影
響
に
よ
っ
て
、
上
半
期
に
寄

付
が
集
中
し
た
前
年
度
と
比
較
す
る
と
大

き
く
減
少
し
て
い
ま
す
。

第
３
回
定
例
会

�
行
政
報
告
（
抜
粋
）
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今
年
は
１
５
０
年
の
節
目
の
年
の
た
め
、

ふ
る
さ
と
納
税
を
通
じ
て
応
援
し
て
く
だ

さ
る
方
へ
、
委
託
業
者
と
一
体
と
な
り
７

月
１
日
か
ら
通
常
の
返
礼
品
と
は
別
に
記

念
品
を
贈
呈
し
て
い
ま
す
。
７
月
か
ら
の

２
ヶ
月
間
の
比
較
で
は
、
寄
付
件
数
、
寄

付
額
で
そ
れ
ぞ
れ
、
昨
年
同
期
比
の
51
・

３
％
、
51
・
９
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

一
方
、
総
務
省
は
一
部
の
地
方
公
共
団

体
が
、
再
三
の
通
知
に
従
わ
ず
豪
華
返
礼

品
や
地
域
と
の
関
係
性
が
薄
い
返
礼
品
で

寄
付
を
集
め
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
、
そ

の
場
合
、
今
後
は
寄
付
を
し
て
も
税
の
優

遇
措
置
を
受
け
ら
れ
な
い
よ
う
に
制
度
変

更
を
検
討
し
て
い
る
旨
を
発
表
し
ま
し
た
。

本
町
は
、
ふ
る
さ
と
納
税
制
度
本
来
の
趣

旨
を
理
解
し
、
制
度
そ
の
も
の
を
健
全
に

発
展
さ
せ
る
た
め
、
今
後
の
動
向
に
注
視

し
、
適
切
な
対
応
を
と
っ
て
い
き
ま
す
。

●
周
産
期
医
療

　

平
成
27
年
７
月
以
降
休
止
し
て
い
た
、

小
樽
協
会
病
院
に
お
け
る
地
域
医
療
周
産

期
母
子
医
療
セ
ン
タ
ー
で
の
分
娩
が
、
札

幌
医
大
か
ら
の
医
師
派
遣
を
受
け
本
年
６

月
末
か
ら
３
年
ぶ
り
に
再
開
と
な
り
、
８

月
末
現
在
20
件
の
出
産
が
あ
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
も
、
小
樽
・
北
後
志
の
６
市

町
村
が
分
娩
の
再
開
に
向
け
財
政
支
援
を

行
っ
て
き
ま
し
た
が
、
再
開
初
期
の
何
年

間
か
は
厳
し
い
収
支
状
況
が
続
く
こ
と
に

加
え
、
少
子
化
の
影
響
な
ど
に
よ
っ
て
不

採
算
部
門
と
な
っ
て
い
る
周
産
期
医
療
の

運
営
費
に
対
し
追
加
の
財
政
支
援
を
求
め

ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
地
域
で
安
心

し
て
出
産
可
能
な
環
境
づ
く
り
の
た
め
、

引
き
続
き
６
市
町
村
が
連
携
し
て
支
援
内

容
を
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

教
育
行
政
報
告
（
抜
粋
）

●
全
国
学
力
・
学
習
状
況
調
査

　

４
月
17
日
に
行
わ
れ
た
全
国
学
力
・
学

習
状
況
調
査
は
、
文
部
科
学
省
か
ら
７
月

31
日
に
全
国
・
都
道
府
県
別
の
調
査
結
果

が
公
表
さ
れ
ま
し
た
。

　

各
学
校
に
お
き
ま
し
て
調
査
結
果
の
分

析
を
進
め
る
と
と
も
に
、
２
学
期
か
ら
の

授
業
改
善
等
に
つ
な
げ
る
よ
う
指
導
・
助

言
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

●
教
員
研
修

　

体
力
や
学
力
の
向
上
な
ど
の
様
々
な
課

題
に
対
応
す
る
た
め
「
古
平
町
立
学
校
管

理
職
研
修
会
」
を
８
月
９
日
に
開
催
し
ま

し
た
。
後
志
教
育
局
小
関
文
雄
義
務
教
育

指
導
監
を
講
師
と
し
て
「
住
民
の
負
託
に

応
え
る
学
校
経
営
」
に
つ
い
て
の
講
義
で
、

管
理
職
の
資
質
能
力
向
上
を
図
る
機
会
を

設
け
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

●
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル

　

地
域
と
学
校
が
一
体
と
な
っ
て
子
ど
も

た
ち
を
育
む
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル

に
つ
い
て
の
研
修
会
を
８
月
３
日
に
文
化

会
館
で
開
催
し
、
31
名
に
参
加
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
平
成
32
年
度
の
導
入
に
向

け
て
計
画
的
に
取
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

●
学
習
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

図
書
館
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　

子
ど
も
た
ち
の
学
力
向
上
と
読
書
活
動

の
普
及
を
図
る
た
め
そ
れ
ぞ
れ
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
を
募
集
し
ま
し
た
。
計
８
名
の
方

か
ら
応
募
が
あ
り
、
各
種
支
援
を
い
た
だ

き
子
ど
も
た
ち
の
環
境
が
整
っ
て
き
て
い

ま
す
。

第
３
回
定
例
会
で
審
議
さ
れ
た
案
件

〈
議
案
第
33
号
〉�

〈
原
案
可
決
〉

平
成
30
年
度
古
平
町
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
２
号
）

　

現
行
予
算
に
１
０
４
４
万
７
千
円
を
追

加
し
予
算
総
額
を
33
億
９
５
７
３
万
７
千

円
と
す
る
も
の
で
す
。
主
な
内
容
は
障
が

い
福
祉
費
の
精
算
に
伴
う
返
納
金
の
増
加

な
ど
で
す
。

〈
議
案
第
34
号
〉�

〈
原
案
可
決
〉

平
成
30
年
度
古
平
町
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
３
号
）

　

現
行
予
算
に
２
５
０
０
万
円
を
追
加
し

予
算
総
額
を
34
億
２
０
７
３
万
７
千
円
と

す
る
も
の
で
す
。
主
な
内
容
は
北
海
道
胆

振
東
部
地
震
に
伴
う
停
電
に
よ
る
海
の
ま

ち
ク
リ
ニ
ッ
ク
の
復
旧
工
事
費
用
で
す
。

〈
報
告
第
２
号
〉�

〈
原
案
承
認
〉

平
成
29
年
度
決
算
に
基
づ
く
健
全
化
判
断

比
率
に
つ
い
て

　

地
方
公
共
団
体
の
財
政
の
健
全
化
に
関

す
る
法
律
第
３
条
第
１
項
の
規
定
に
よ
り
、

議
会
に
報
告
す
る
も
の
で
す
。

〈
報
告
第
３
号
〉�

〈
原
案
承
認
〉

平
成
29
年
度
決
算
に
基
づ
く
資
金
不
足
比

率
に
つ
い
て

　

地
方
公
共
団
体
の
財
政
の
健
全
化
に
関

す
る
法
律
第
22
条
第
１
項
の
規
定
に
よ
り
、

議
会
に
報
告
す
る
も
の
で
す
。

〈
同
意
第
２
号
〉�

〈
原
案
同
意
〉

古
平
町
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命
に
つ
い

て
　

古
平
町
教
育
委
員
会
委
員
と
し
て
本
間

利
和
子
さ
ん
を
再
任
す
る
た
め
に
、
地
方

教
育
組
織
及
び
運
営
に
関
す
る
法
律
第
５

条
第
２
項
の
規
定
に
よ
り
議
会
の
同
意
を

求
め
る
も
の
で
す
。

〈
認
定
第
１
号
〉�

〈
原
案
認
定
〉

平
成
29
年
度
古
平
町
各
会
計
歳
入
歳
出
決

算
の
認
定
に
つ
い
て

　

平
成
29
年
度
古
平
町
各
会
計
決
算
を
地

方
自
治
法
第
２
３
３
条
第
３
項
の
規
定
に

基
づ
き
議
会
の
認
定
に
付
す
る
も
の
で
す
。
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全
国
学
力
・
学
習
状
況
調
査
の
概
要 

 

文
部
科
学
省
が
、
義
務
教
育
の
機
会
均

等
と
そ
の
水
準
の
維
持
向
上
を
目
的
と
し

て
、
全
国
の
小
学
６
年
生
と
中
学
３
年
生

を
対
象
に
「
平
成
30
年
度　

全
国
学
力
・

学
習
状
況
調
査
」
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

教
科
に
関
す
る
調
査
で
は
、
基
礎
的
な

知
識
を
問
う
国
語
Ａ
、
算
数
（
数
学
）
Ａ

と
、
応
用
的
な
知
識
を
問
う
国
語
Ｂ
、
算

数
（
数
学
）
Ｂ
、
３
年
ぶ
り
の
調
査
と
な

る
理
科
の
５
教
科
と
生
活
習
慣
や
学
習
環

境
に
関
す
る
質
問
紙
調
査
が
あ
わ
せ
て
実

施
さ
れ
、
古
平
町
で
は
小
学
６
年
生
11
名

と
中
学
３
年
生
８
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

こ
の
調
査
結
果
が
公
表
さ
れ
ま
し
た
の

で
、
全
道
・
全
国
と
比
較
し
た
本
町
の
状

況
や
課
題
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

 

小
学
６
年
生
の
特
徴
は 

　

国
語
Ａ
の
平
均
正
答
率
が
全
国
の
70
・

７
％
を
上
回
り
ま
し
た
。
ほ
か
４
教
科
は

全
国
と
の
差
が
縮
小
し
た
も
の
の
す
べ
て

下
回
り
、
特
に
国
語
Ｂ
の
「
読
む
こ
と
」、

算
数
Ａ
の
「
量
と
測
定
」、
算
数
Ｂ
の
「
図

形
」
な
ど
が
大
き
く
下
回
っ
て
い
ま
す
。

　

児
童
の
苦
手
分
野
を
克
服
す
る
た
め
実

施
し
て
い
る
小
学
校
の
「
放
課
後
学
習
」

や
、
「
ふ
る
び
ら
塾
」
に
よ
る
学
習
支
援

の
成
果
が
あ
ら
わ
れ
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

今
後
も
授
業
改
善
を
進
め
、
一
人
ひ
と
り

に
応
じ
た
指
導
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

 

中
学
３
年
生
の
特
徴
は 

 

国
語
Ａ
、
理
科
の
２
教
科
で
平
均
正
答

率
が
全
国
を
上
回
り
ま
し
た
。
ほ
か
３
教

科
は
全
国
と
の
差
が
縮
小
し
た
も
の
の
す

べ
て
下
回
り
、
特
に
国
語
Ｂ
の
「
読
む
こ

と
」
、
数
学
Ｂ
の
「
図
形
」
な
ど
が
大
き

く
下
回
っ
て
い
ま
す
。

　

中
学
校
で
は
生
徒
の
好
奇
心
や
意
欲
が

喚
起
さ
れ
る
よ
う
授
業
の
工
夫
や
、
補
完

的
な
学
習
の
指
導
を
行
っ
て
お
り
、
そ
の

成
果
が
あ
ら
わ
れ
た
と
考
え
ら
れ
、
今
後

も
授
業
改
善
を
進
め
る
と
と
も
に
、
放
課

後
学
習
の
充
実
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

 

生
活
習
慣
の
課
題
と
取
組
み 

　

児
童
生
徒
の
質
問
紙
調
査
結
果
か
ら
、

規
則
正
し
い
生
活
や
、
新
聞
を
読
ん
だ
り
、

読
書
を
す
る
家
庭
の
方
が
、
学
力
調
査
の

平
均
正
答
率
が
高
い
傾
向
に
あ
る
こ
と
が

明
ら
か
に
な
っ
て
い
ま
す
。

◆
規
則
正
し
い
生
活
習
慣
を

　

調
査
の
結
果
、
本
町
で
は
、
「
朝
食
を

毎
日
食
べ
て
い
る
」、
「
毎
日
、
同
じ
く
ら

い
の
時
刻
に
起
き
て
い
る
」
、
「
毎
日
、
同

じ
く
ら
い
の
時
刻
に
寝
て
い
る
」
と
答
え

た
児
童
生
徒
の
割
合
が
、
全
道
・
全
国
を

下
回
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
生
活
習
慣
の

改
善
を
図
っ
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

本
町
で
は
児
童
を
対
象
に
「
通
学
合
宿
」

を
実
施
し
、
規
則
正
し
い
生
活
の
習
慣
化

に
取
り
組
ん
で
お
り
、
各
家
庭
と
連
携
し

て
一
層
の
取
組
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

◆
勉
強
時
間
の
確
保
を

　

平
日
、
授
業
以
外
に
２
時
間
以
上
勉
強

す
る
と
答
え
た
児
童
は
９
・
１
％
（
全
道

19
・
２
％
、
全
国
29
・
３
％
）
、
生
徒
は

12
・
５
％
（
全
道
30
・
２
％
、
全
国
36
・

４
％
）
で
全
道
・
全
国
を
大
き
く
下
回
っ

て
い
ま
す
。
予
習
・
復
習
は
も
と
よ
り
、

特
に
中
学
生
に
つ
い
て
は
受
験
を
見
据
え

た
家
庭
学
習
の
充
実
が
図
ら
れ
る
よ
う
働

き
か
け
て
ま
い
り
ま
す
。

◆
読
書
週
間
の
定
着
を

　

小
学
校
・
中
学
校
と
も
に
読
書
へ
の
関

心
が
低
く
、
学
校
以
外
で
全
く
読
ま
な
い

と
回
答
し
た
児
童
は
54
・
５
％（
全
道
22
・

１
％
、
全
国
18
・
７
％
）、
生
徒
は
50
・
０
％

（
全
道
30
・
７
％
、
全
国
32
・
９
％
）
と
な
っ

て
い
ま
す
。
読
書
は
、
子
ど
も
が
言
葉
を
学

び
、
表
現
力
や
想
像
力
を
豊
か
に
し
、
ひ
い

て
は
人
生
を
豊
か
な
も
の
に
す
る
た
め
に

欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
も
の
で
す
。

　

本
町
で
は
図
書
館
司
書
を
配
置
し
、
学

校
と
連
携
し
て
朝
読
書
の
実
施
や
読
書
ス

ペ
ー
ス
の
環
境
整
備
な
ど
、
読
書
習
慣
の

定
着
を
図
る
た
め
の
取
組
を
推
進
し
て
い

ま
す
。
今
後
は
各
家
庭
と
協
力
し
て
本
や

新
聞
を
読
む
習
慣
が
定
着
す
る
よ
う
一
層

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

古
平
町
の
子
ど
も
達
の
基
礎
学
力
の
学
習
状
況
は

【表　正答率の全国・全道平均との比較】

小学６年生
全道との比較 全国との比較

全国
平均

古平
平均

全道
平均

古平
平均

国語Ａ 70.0 高い 70.7 高い

国語Ｂ 53.0 低い 54.7 低い

算数Ａ 62.0 低い 63.5 低い

算数Ｂ 49.0 同程度 51.5 低い

理科 59.0 低い 60.3 低い

中学３年生
全道との比較 全国との比較

全国
平均

古平
平均

全道
平均

古平
平均

国語Ａ 77.0 高い 76.1 高い

国語Ｂ 61.0 低い 61.2 低い

数学Ａ 65.0 低い 66.1 低い

数学Ｂ 46.0 低い 46.9 低い

理科 67.0 高い 66.1 高い
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体力向上や粘り強い心を磨くことを目的に、古平小
学校で校内マラソン大会が行われました。
大会は、多目的運動広場と広場外周を低学年は２
周、中学年は３周、高学年は４周走ります。外周は１
周約425ｍあり、高学年は２ｋｍ近く走るコースです。
児童は７月から週１回程度練習を重ね大会を迎えてお
り、一生懸命走り汗を流していました。
高学年の部で一番でゴールした岩戸彪

ひゅう
翔
が
くんは「以

前は10位前後だったのですが、最高学年の６年でや
っと１位になりとても嬉しいです」と話してくれまし
た。

９
18 秋のグラウンドを駆ける

古平小学校校内マラソン大会

マラソン大会のようす

10年以上にわたり交通安全の指導に従事している
大橋喜次さんへ、北海道知事より感謝状が授与され、
後志総合振興局保健環境部くらし子育て担当富永夏代
部長から記念品とともに贈呈されました。
大橋さんは「公務員として定年退職を迎えた時に、
40年分のありがとうの恩返しと思い、交通指導員に
従事させていただきました。今回の感謝状は私１人で
はなく指導員皆さんの努力が認められ、その代表とし
ていただいたものと考えております。ありがとうござ
います」と話していました。

９
21 40年のありがとうの恩返し

交通安全功労者知事感謝状贈呈

感謝状を授与される大橋喜次さん

９月21日から30日までの秋の全国交通安全運動期
間に合わせて、古平町商工会が古平漁港前の国道で交
通安全街頭啓発を行いました。
商工会の梅野史朗会長は「長らく活動し、大変交通
安全に役立っています。本日はよろしくお願いしま
す」と呼びかけていました。
商工会や警察、役場職員など約20名が走行中の車
を止め、チラシやポケットティッシュなどの啓発物を
渡しながら「安全運転をお願いします」と30分間呼
びかけました。

９
21 運転者に交通安全を訴える

古平町商工会交通安全街頭啓発

街頭で呼びかけるようす
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小樽市に本社のある株式会社北日本消毒と古平町で
災害時における防疫活動に関する協定を締結しました。
この協定は水害時に衛生状態の悪化を防ぐため、殺
菌や消毒などの感染症予防活動を優先的に行うという
内容です。
貞村町長は「この協定は有事の際に大変心強い」と
話し、湊晃一社長は「災害は増えているが、この協定
で様々な活動をスピーディーに行うことを約束したい」
と話していました。

９
21 災害時の備え・体制を確認

災害時における防疫活動に関する協定締結式

古平美術協会（穂井田日出麿会長）の第49回協会
展が９月27日から30日まで町文化会館で開かれまし
た。
太陽ホールには美術協会の会員や会長主催のアトリ
エ麿の生徒の作品、今年傘寿を迎えた穂井田会長の作
品など計40点が並んでいました。古平の漁業や地元
の情景を描いた大小さまざまな作品が来場者の目を楽
しませていました。
穂井田会長は「どれも勢いにのって描かれている。
清々しさもある楽しい作品が多いですね」と話してく
れました。

９
27 勢いと清々しさに溢れる作品が並ぶ

第49回古平美術協会展

古平中学校で平成最後の第71回古中祭が行われ、
生徒は大勢の保護者や地域住民が集まる中、練習して
きた劇などを披露しました。
開会式で前期生徒会長の平野奈見さんは「全校テー
マ“刹那”のもと練習を重ねてきました。温かく見守っ
てください」と挨拶しました。
全校創作発表後、学年ごとの劇や吹奏楽部の演奏、
全校合唱などが行われ、観客からは惜しみない拍手が
贈られていました。特に午後に行われた３年生の劇で
は、聞き取りやすい声と淀みのないセリフまわしに会
場中が引きこまれていました。
閉会式で宮本校長は「みんながいて、とてもいい古
中祭になりました。感謝します」と生徒に話していま
した。

10
７ 劇や音楽で会場を魅了
第71回古中祭

㊧貞村英之町長㊨湊晃一社長

美協展のようす

３年生の劇「新入部員と愉快な仲間たち」
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　古平国際交流協会（浅野恵子会長）が設立30周年
を記念し、ベトナム・デーを町文化会館で開催し、ベ
トナムの北大留学生や町民ら約70人が集まりました。
　開会式で浅野会長は「今日の文化鑑賞会がベトナム
に親しんでもらうきっかけになればいいと思います」
と挨拶しました。
　ベトナムの衣装をまとった華やかなファッションシ
ョーやベトナムの国や文化の紹介から始まり、たくさ
んの歌や踊りなどが披露されました。最後には会場が
一体となって踊り大変な盛り上がりを見せました。
　参加した和田アヤさんは「みんな一生懸命でとても
よかった、楽しませていただきました」と話してくれ
ました。

10
7 華やかな歌や踊りで大盛り上がり

古平国際交流協会設立３０周年記念　地球♡ファミリーまるごとベトナム・デー

　古平小学校で学芸会が行われ、全校児童約100人が、
家族や地域住民など大勢の観客の前で劇や音楽などを
披露しました。開会にあたり児童会長の大石なつ美さ
んが「誰もが楽しめる最高の舞台にしますのでお楽し
みください」と挨拶しました。
　学芸会は１年生一人一人が元気よくリズムにのりな
がら演目を紹介するところから始まり、全校児童が参
加する合唱では、低・中・高学年ごとの合唱や２部合
唱などさまざまな方法で歌いました。
　６年生の劇「カメ様」では１年生の時からずっと飼
ってきたカメを半年後の卒業にあたりどうするのかを
テーマに討論するようすをコミカルに表現した内容
で、観客からは笑い声と大きな拍手が巻き起こってい
ました。

10
14 児童全員で創り上げる大舞台！

小学校学芸会

民族衣装を披露するようす

　体育の日にＢ＆Ｇ海洋センター前を発着点に第43
回古平ロードレース大会が開かれました。髙野俊和実
行委員長は「記録や順位にこだわらず、気持ちの良い
汗を流してください」と挨拶。
　参加者は己の記録に挑戦する人、家族で挑戦する
人、健康のために走る人、参加賞のために走る人など
様々です。大会は途中雨がぱらつくこともありました
が、町内外から1200人もの参加者や出店が立ち並び、
大変な盛り上がりを見せていました。中でも京極町の

30秒間野菜つめ放題では行列ができていました。
　６ｋｍを走った古平中学校２年の西内隆斗さんは
「意外とコースは長かったが無事完走できてよかった」
と話してくれました。

10
8 小雨ぱらつく中1200人が駆ける
第43回古平ロードレース大会

スタート直後の大勢のランナー

６年生の劇「カメ様」のようす
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未
来
に
つ
な
ぐ

相
続
登
記
セ
ミ
ナ
ー
開
催

　

法
務
局
で
は
、
相
続
登
記
の
必
要
性
や

重
要
性
に
つ
い
て
広
く
皆
様
に
ご
理
解
い

た
だ
く
た
め
、
公
証
人
会
及
び
司
法
書
士

会
と
連
携
し
て
次
の
と
お
り
セ
ミ
ナ
ー
を

開
催
し
ま
す
。

○
日
時
　
11
月
８
日(

木)

13
時
30
分
～

○
場
所
　
小
樽
市
港
町
５
番
２
号

　
　
　
　

札
幌
法
務
局
小
樽
支
局
１
Ｆ

○
内
容
　
①
司
法
書
士
に
よ
る
相
談

　
　
　
　

②
公
証
人
に
よ
る
遺
言

○
申
込
　
予
約
が
必
要
で
す（
定
員
15
人
）

◇
お
問
合
せ
先

　

札
幌
法
務
局
小
樽
支
局

　

☎
０
１
３
４-

23-

３
０
１
２

必
ず
チ
ェ
ッ
ク
最
低
賃
金
！

　

北
海
道
内
で
事
業
を
営
む
使
用
者
及
び

そ
の
事
業
場
で
働
く
す
べ
て
の
労
働
者

（
臨
時
、
パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー
、
ア
ル
バ
イ

ト
等
を
含
む
）
に
適
用
さ
れ
る
北
海
道
最

低
賃
金
が
次
の
と
お
り
改
定
さ
れ
ま
し
た
。

最
低
賃
金
額　

時
間
額
８
３
５
円

効
力
発
生
年
月
日　

平
成
30
年
10
月
１
日

◇
お
問
合
せ
先

　

北
海
道
労
働
局
労
働
基
準
部
賃
金
室

　

☎
０
１
１-

７
０
９-

２
３
１
１

11
月
11
～
17
日
は
税
を
考
え
る
週
間

１
「
税
を
考
え
る
週
間
」
と
は

　

国
税
庁
で
は
、
国
民
の
皆
様
に
租
税
の

意
義
や
役
割
、
税
務
行
政
に
対
す
る
知
識

と
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
く
た
め
、
１
年

を
通
じ
て
租
税
に
関
す
る
啓
発
活
動
を

行
っ
て
い
ま
す
が
、
毎
年
11
月
11
～
17
日

ま
で
を
「
税
を
考
え
る
週
間
」
と
し
て
、

集
中
的
に
様
々
な
広
報
広
聴
施
策
を
実
施

し
て
い
ま
す
。

２�

国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
利

用
し
た
広
報
に
つ
い
て

○
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
内
に
「
く
ら
し

を
支
え
る
税
」
を
テ
ー
マ
と
し
た
特
設

ペ
ー
ジ
を
設
け
、
国
税
庁
の
各
種
取
組
に

つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

○
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
の
国
税
庁
動
画
チ
ャ
ン

ネ
ル
、
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
番
組
「W

e
b
-
T
A
X
-
T
V

」
、
そ

の
他
新
着
情
報
な
ど
の
各
種
情
報
を
発
信

し
ま
す
。

３�

小
学
生
の
税
に
関
す
る
書
道
展
の
開
催

に
つ
い
て

　

余
市
税
務
署
で
は
、
「
税
を
考
え
る
週

間
」
の
期
間
中
に
、
応
募
さ
れ
た
児
童
の

皆
さ
ん
の
書
道
作
品
の
展
示
を
行
い
ま
す
。

○
日
時
　
11
月
９
日
13
時
か
ら

　
　
　
　

16
日
14
時
（
10
日
を
除
く
）

○
場
所
　
古
平
町
文
化
会
館
ロ
ビ
ー

◇
お
問
合
せ
先

　

余
市
税
務
署

　

☎
０
１
３
５-

22-

２
０
９
５

全
国
一
斉
「
女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ

イ
ン
」
強
化
週
間
の
お
知
ら
せ

　

法
務
局
で
は
、
女
性
の
人
権
に
つ
い
て

の
専
用
相
談
電
話
「
女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト

ラ
イ
ン
」
を
設
置
し
て
い
ま
す
。
夫
や

パ
ー
ト
ナ
ー
か
ら
の
暴
力
や
セ
ク
ハ
ラ
な

ど
の
女
性
の
人
権
に
関
す
る
悩
み
を
ご
相

談
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
11
月
12
日(

月)

か

ら
11
月
18
日(

日)

ま
で
は
、
「
全
国
一
斉

『
女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
』
強
化
週

間
」
で
す
。
期
間
中
は
、
平
日
の
受
付
時

間
を
延
長
し
、
土
日
も
対
応
し
ま
す
。

○
受
付
時
間　

　

�

平
日
８
時
半
～
17
時
15
分
（
年
末
年
始

を
除
く
）

○
強
化
週
間
中
の
受
付
時
間

　

11
月
12
～
16
日
８
時
半
～
19
時

　

11
月
17
・
18
日
10
～
17
時

◇
全
国
共
通
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル

　

☎
０
５
７
０-

０
７
０-

８
１
０

年
末
調
整
説
明
会
を
行
い
ま
す

　

余
市
税
務
署
で
は
、
平
成
30
年
分
年
末

調
整
に
か
か
る
説
明
会
を
次
の
と
お
り
開

催
し
ま
す
。

○
日
時

　
11
月
27
日(

火)

　
　
　
　

①
午
前
10
時
～
②
午
後
２
時
～

　
　
　

（
１
時
間
30
分
程
度
の
予
定
で
す
）

○
場
所
　
余
市
町
中
央
公
民
館

○
内
容
　

　

①
『
年
末
調
整
の
仕
方
』
の
Ｄ
Ｖ
Ｄ
上
映

　

②
源
泉
徴
収
事
務
の
留
意
事
項

　

③
法
定
調
書
提
出
の
留
意
事
項

○
そ
の
他

　

①
年
末
調
整
関
係
用
紙
等
の
情
報
は
国

税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

（h
ttp:/

/ww
w.nta

.go.
jp

）

　

②
源
泉
所
得
税
の
納
付
はe

-
T
a
x

を
利

用
し
、
ご
利
用
の
金
融
機
関
か
ら
、
期
日

を
指
定
し
て
納
付
が
で
き
る
ダ
イ
レ
ク
ト

納
付
が
便
利
で
す
。

　

③
年
末
調
整
等
説
明
会
に
引
き
続
き
、

「
消
費
税
の
軽
減
税
率
制
度
に
関
す
る
説

明
会
」
を
約
30
分
程
度
開
催
し
ま
す
。

◇
お
問
合
せ
先

　

余
市
税
務
署
調
査
部
門

　

☎
０
１
３
５-

22-

２
０
９
３

11
月
は
労
働
保
険
適
用
促
進
強
化
月
間
!!

　

労
働
保
険
と
は
、
労
災
保
険
と
雇
用

保
険
の
総
称
で
、
労
働
者
の
生
活
の
安

定
、
福
祉
の
増
進
等
を
図
る
こ
と
を
目
的

に
、
国
が
直
接
管
理
運
営
し
て
い
る
保
険

で
す
。
農
林
水
産
業
の
一
部
を
除
き
、
労

働
者
を
一
人
で
も
雇
用
す
る
事
業
に
つ
い

て
は
、
法
人
・
個
人
問
わ
ず
加
入
が
義
務

付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

◇
お
問
合
せ
先

　

厚
生
労
働
省
北
海
道
労
働
局
総
務
部

　

労
働
保
険
徴
収
課

　

☎
０
１
１-

７
０
９-

２
３
１
１

　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
余
市

　

☎
０
１
３
５-

22-

３
２
８
８

国
や
道
な
ど
か
ら
の
お
知
ら
せ
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11
月
の
休
日
当
番
病
院

医
科 

◇
11
月
３
日
（
土
）

　

よ
い
ち
ク
リ
ニ
ッ
ク（

☎
21-

４
５
７
０
）

◇
11
月
４
日
（
日
）

　

よ
い
ち
整
形
外
科
ク
リ
ニ
ッ
ク

（
☎
48-

５
０
０
０
）

◇
11
月
11
日
（
日
）

　

脳
神
経
外
科
よ
い
ち
港
南
ク
リ
ニ
ッ
ク

（
☎
21-

５
５
６
６
）

◇
11
月
18
日
（
日
）

　

わ
た
な
べ
内
科
医
院（

☎
22-

３
９
８
９
）

◇
11
月
23
日
（
金
）

　

北
郷
耳
鼻
咽
喉
科
医
院

（
☎
23-

５
５
３
３
）

◇
11
月
25
日
（
日
）

　

佐
野
内
科
ク
リ
ニ
ッ
ク

（
☎
22-

７
０
０
１
）

※�

当
番
医
の
診
療
時
間
は
９
時
～
17
時
ま

で
で
す
。

※�

夜
間
に
つ
い
て
は
余
市
協
会
病
院
で
急

患
に
限
り
診
療
し
て
お
り
ま
す
。

診
療
時
間　

午
後
６
時
～
翌
日
午
前
７
時

診
療
科
目　

�

内
科
、
小
児
科
、
外
科
、
整

形
外
科

障
が
い
者
の
職
業
訓
練
入
校
の
ご
案
内

国
立
北
海
道
障
害
者
職
業
能
力
開
発

校
か
ら
の
お
知
ら
せ

　

国
立
北
海
道
障
害
者
職
業
能
力
開
発
校

で
は
、
障
が
い
の
あ
る
方
々
に
そ
の
適
性

に
応
じ
た
職
種
に
つ
い
て
の
知
識
や
技
術

等
を
習
得
で
き
る
よ
う
指
導
し
、
職
業
を

通
じ
て
自
立
を
図
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う

養
成
し
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
求
職
中
の
障
が
い
の
あ
る
方
を

対
象
に
、
「
平
成
31
年
度
入
校
生
の
募
集
」

を
し
て
い
ま
す
。
入
校
前
に
は
、
訓
練
内

容
等
や
障
が
い
の
程
度
・
能
力
に
応
じ
た

訓
練
科
目
等
に
つ
い
て
適
正
相
談
を
行
っ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
入
寮
を
希
望
さ
れ
る

方
に
は
寮
生
活
等
に
つ
い
て
の
相
談
も

行
っ
て
い
ま
す
。
詳
し
く
は
左
記
ま
で
お

問
合
せ
く
だ
さ
い
。

○
願
書
受
付
期
間

　

　

11
月
１
～
20
日
（
消
印
有
効
）

◇
お
問
合
せ
先

　

国
立
北
海
道
障
害
者
職
業
能
力
開
発
校

　

砂
川
市
焼
山
60
番
地

　

☎
０
１
２
５-

52-

２
７
７
４

　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
よ
い
ち

　

☎
０
１
３
５-

22-

３
２
８
８

「
北
海
道
働
き
方
改
革
推
進
支
援
・
賃

金
相
談
セ
ン
タ
ー
」
を
開
設
し
ま
し
た

　

社
会
保
険
労
務
士
な
ど
の
労
務
管
理
・

企
業
経
営
の
専
門
家
が
、
無
料
で
雇
用
管

理
改
善
や
就
業
規
則
の
見
直
し
な
ど
の
技

術
的
な
助
言
、
提
案
を
行
い
ま
す
。

◇
お
問
合
せ
先

　

相
談
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
８
０
０-

９
１
９-

１
０
７
３

各
種
自
衛
官
を
募
集
し
ま
す

　

自
衛
官
候
補
生
（
男
子
・
女
子
）
と
陸

上
自
衛
隊
高
等
工
科
学
校
生
徒
（
一
般
・

推
薦
）
を
募
集
し
ま
す
。
事
務
所
説
明
会

や
各
種
イ
ベ
ン
ト
案
内
も
行
っ
て
い
ま
す
。

◇
お
問
合
せ
先

　

自
衛
隊
札
幌
地
方
協
力
本
部

　

小
樽
地
域
事
務
所

　

小
樽
市
稲
穂
２-

22-

４
樽
石
ビ
ル
２
Ｆ

　
☎
０
１
３
４-

22-

５
５
２
１

個
人
事
業
税
（
第
二
期
）
の
納
期
限

　

11
月
30
日(
金)
が
第
二
期
分
の
納
期
限

で
す
。
個
人
事
業
税
は
個
人
で
事
業
を

行
っ
て
い
る
方
に
納
め
て
い
た
だ
く
道
税

で
、
税
額
は
、
昨
年
事
業
所
得
か
ら
算
出

さ
れ
ま
す
。
納
税
通
知
書
で
８
月
と
11
月

の
２
回
に
分
け
て
納
め
ま
す
（
年
額
１

万
円
以
下
の
場
合
は
８
月
に
全
額
納
付
）
。

納
税
に
つ
い
て
の
ご
相
談
は
左
記
ま
で
。

◇
お
問
合
せ
先

　

後
志
総
合
振
興
局
小
樽
道
税
事
務
所

　

☎
０
１
３
４-

23-

９
４
４
２

法
人
道
民
税
等
の
申
告
等
を
電
子
で

　

法
人
道
民
税
・
事
業
税
及
び
地
方
法
人

特
別
税
の
申
告
及
び
各
種
申
請
・
届
出
を

電
子
で
行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ご
利
用

に
は
、
地
方
税
ポ
ー
タ
ル
シ
ス
テ
ム
（
エ

ル
タ
ッ
ク
ス
）
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
利

用
開
始
の
手
続
き
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

エ
ル
タ
ッ
ク
ス
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://www.eltax
.jp/

◇
お
問
合
せ
先

　

札
幌
道
税
事
務
所
税
務
管
理
部

　

☎
０
１
１-

２
８
１-

７
８
３
４

人
権
擁
護
委
員
に
２
人
が
委
嘱

　

人
権
擁
護
委
員
と
し
て
活
躍
し
て

お
り
ま
す
田
畑
正
さ
ん
と
、
前
任
の

杉
本
幸
子
さ
ん
に
代
わ
り
新
た
に
高

見
純
子
さ
ん
が
平
成
30
年
10
月
１
日

付
け
で
、
法
務
大
臣
か
ら
委
嘱
さ
れ

ま
し
た
。
皆
さ
ん
の
身
近
で
起
こ
っ

た
人
権
に
関
わ
る
悩
み
事
が
あ
り
ま

し
た
ら
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ

い
。
秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
。

　

人
権
擁
護
委
員
は
ほ
か
に
、
坂
下

肇
一
さ
ん
が
委
嘱
さ
れ
て
い
ま
す
。

田
畑　

正
さ
ん　

浜
町
60
番
地

　
☎
42-

２
１
７
９

高
見
純
子
さ
ん　

浜
町
３
７
０
番
地

　

☎
42-

２
７
０
６

坂
下
肇
一
さ
ん　

浜
町
１
０
３
番
地

　
☎
０
９
０-

１
３
８
５-

３
９
０
５

◇
お
問
合
せ
先

　

役
場
町
民
課
町
民
生
活
係

　

☎
42-

２
１
８
１
（
内
線
37
）
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� 150年記念事業

　

９
月
20
日
に
は
１
５
０
年
記
念
事
業
実

行
委
員
会
の
会
議
が
行
わ
れ
、
事
務
局
に

よ
る
事
業
経
過
の
報
告
や
、
新
Ｂ
級
ご
当

地
グ
ル
メ
の
試
食
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
試

食
会
で
は
「
タ
ラ
コ
が
も
っ
と
わ
か
る
よ

う
に
」
や
「
に
ん
に
く
の
風
味
を
も
っ
と

抑
え
た
方
が
」
な
ど
の
積
極
的
な
意
見
交

換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

９
月
29
日
に
は
、
酒
米
「
彗
星
」
の
稲

刈
り
が
行
わ
れ
、
町
内
の
田
ん
ぼ
に
実
行

委
員
会
の
委
員
や
町
内
の
小
中
学
生
、
田

中
酒
造
の
社
員
な
ど
約
50
人
が
集
ま
り
ま

し
た
。

　

初
め
に
役
場
農
林
担
当
者
が
、
稲
刈
り

か
ら
出
荷
ま
で
の
工
程
や
稲
刈
り
の
方
法

を
説
明
し
、
参
加
者
は
鎌
で
稲
刈
り
を
行

い
ま
し
た
。
参
加
者
し
た
古
平
小
学
校
２

年
佐
藤
優
真
く
ん
は
「
思
っ
た
以
上
に
稲

が
固
く
て
大
変
で
し
た
」
と
話
し
て
い
ま

し
た
。

　

酒
米
は
来
年
３
月
頃
ま
で
に
お
酒
と
し

て
完
成
す
る
予
定
で
す
。

◇
お
問
合
せ
先

　

１
５
０
年
事
業
実
行
委
員
会
✉

　

furubira150@town.furubira.lg.jp

１
５
０
年
記
念
事
業

朝
陽
よ
り
ひ
と
あ
し
早
く
眠
を
さ
ま
し
お
つ
と
め
終
へ
て
畑
に
出
き
ぬ�

泉　
　
　
清　
三

強
風
に
弾
け
散
り
そ
な
野
あ
ざ
み
は
夜
空
彩
る
花
火
に
似
て�

金　
子　
寿　
子

い
ろ
い
ろ
の
野
菜
沢
山
今
朝
貰
い
音
軽
や
か
に
胡
瓜
を
き
ざ
む�

坂　
本　
信　
子

仏
間
よ
り
香
り
た
だ
よ
ふ
白
百
合
は
君
の
賜
も
の
今
日
盆
の
入
り�

鈴　
木　
時　
子

空
気
迄
緑
の
や
う
な
こ
の
季
節
い
つ
い
つ
迄
も
続
く
を
願
ふ�

田　
中　
香　
苗

真
白
の
カ
サ
ブ
ラ
ン
カ
の
大
き
花
真
夏
の
部
屋
に
香
り
漂
ふ�

寺　
田　
カ
ツ
子

笹
舟
で
遊
び
し
頃
の
な
つ
か
し
さ
幼
馴
染
が
次
々
浮
か
ぶ�

小
山
内　
い
お
子

折
り
折
り
の
思
い
を
た
く
し
筆
を
取
る
み
そ
ひ
と
文
字
に
心
い
や
さ
れ�

今　
泉　
ベ　
ル

古
平
町
岬
短
歌
会

捨
て
ら
れ
て
虚
空
を
に
ら
む
案
山
子
か
な

草
紅
葉
踏
ま
れ
て
出
来
る
け
も
の
道

銀
杏
を
見
知
ら
ぬ
人
と
拾
ひ
け
り

�

渡　
辺　
嘉　
之

秋
晴
や
二
日
続
き
の
奥
の
お
く　
　
　
　

秋
雨
や
う
ち
砕
か
れ
し
庭
の
彩

薄
紅
葉
た
ち
ま
ち
変
は
る
海
の
色

�

室　
谷　
弘　
子

初
孫
は
幹
大
と
名
付
け
初
紅
葉　
　
　
　

難
病
の
友
は
生
き
抜
く
初
紅
葉

押
し
入
れ
の
写
真
な
が
む
る
夜
長
か
な

�

仲　
谷　
比
呂
古

古

平

俳

句

会
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情報

本の海より
　文化会館図書室に新しい本が入りました。芥川

賞受賞作『送り火』や直木賞受賞作『ファースト

ラヴ』など話題の本を取り揃えております。ぜひ、

お越しください。

～新刊図書案内～

◦
開
室
日
時

　
月
～
金
曜
日

　（
祝
・
祭
日
を
除
く
）

　
午
前
９
時
～
午
後
５
時

　
　
司
書
…
月
曜
日
午
前

水
曜
日
午
前

　
　
　
　
　
木
曜
日
午
後

　
　
　
　
　
金
曜
日
午
後

◦
貸
出
冊
数

　
１
人
５
冊
ま
で

◦
貸
出
期
間

　
２
週
間

▼
お
問
合
せ
先

　
　
町
教
育
委
員
会

　
　
　
☎
42-

２
５
９
０

文
化
会
館
図
書
館

～文学～
下町ロケット　ゴースト� 池井戸潤
その話は今日はやめておきましょう

井上荒野
時限感染　殺戮のマトリョーシカ

岩木一麻
漂砂の塔� 大沢在昌
爆身� 大沢在昌
老後の資金がありません� 垣谷美雨
がいなもん　松浦武四郎一代� 河治和音
ファーストラヴ� 島本理生
送り火� 高橋弘希
ペインレス（上・下）� 天童荒太
西郷どん！（上・中・下）� 林真理子
風神の手� 道尾秀介
奪還　警視庁極秘戦闘班� 南　英男
大帝の剣　４� 夢枕　獏
もものかんづめ� さくらももこ

～社会～
知っ得！納得！みんなの終活

北海道新聞社　編
いま君に伝えたいお金の話� 村上世彰
その悩み、哲学者がすでに答えを出してい
ます� 小林昌平
頭に来てもアホとは戦うな！� 田村耕太郎
信長はなぜ葬られたのか� 安部龍太郎

～生活～
人生を思い通りに操る片づけの心理法則

DaiGo
みそ汁はおかずです� 瀬尾幸子
本当に使える！防災用品カタログ
はじめてでも楽しく編めるかぎ編み手帖

Sachiyo＊Fukao
小さな子どもの手づくり服� 新垣美穂
嫁入り道具の花ふきん教室� 近藤陽絽子
tam-tamのお砂糖みたいな甘い刺しゅう

田村里香
いちばんよくわかるはじめての革手縫い

野谷久仁子
北海道の山� 伊藤健次

～その他～
ゴールデンカムイ14� 野田サトル
中学の勉強のトリセツ� 梁川由香

～児童書～
頭のいい子が育つあそび図鑑
ぐらっとゆれたらどうする！？
そらジローときはらさんの防災えほん

木原　実

～絵本～
いちにちおもちゃ� かわしまななえ
アレクサンダとぜんまいねずみ

レオ・レオニ
いいからいいから　５� 長谷川義史
ふうせんゆらゆら� とよたかずひこ

『その悩み、哲学者がすでに答えを出しています』
小林昌平　著　（文響社）

　現代社会を生きる多くの人々が抱え
ているであろう悩みを、歴史上の哲学
者たちの思想を元に分析していきます。
堅いイメージの哲学を身近なテーマと
組み合わせることによってわかりやす
く解説しています。

～司書のおすすめ～
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氏
　 

名	

生
年
月
日	

保
護
者	

町
内

平ひ
ら

田た

真ま

七な

斗と

ち
ゃ
ん	

10
・
7	

雅
一
さ
ん	

浜
　
三

お
た
ん
じ
ょ
う
お
め
で
と
う

◎
現
金

　
　
　
１
０
，
０
０
０
円

　
　
　
　
　
　
川

　
吉

　
家
（
浜

　
町
）

ご
寄
付
い
た
だ
き
誠
に

 

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
（
敬
称
略
）

ふるびら

元気っ子
町内に住む満１歳になる
子どもを紹介します。
今月号は10月に誕生日を
迎えた子どもです。

本
ほん

間
ま

　亜
あ

悟
さと

ちゃん
10月25日生
保護者　寿之さん
(港町）　朝子さん

朝子さんより
キャッチボールとお散歩が好き
な男の子です。

　古平野球スポーツ少年団は９月15日から喜茂別町・留寿都村・真狩村で３日間にわたり開催さ
れた「第34回後志学童軟式野球新人戦　兼　高山旗争奪少年野球大会」での決勝戦、白樺野球スポー
ツ少年団（倶知安町）との激闘の末、４対２で勝利し優勝を果たしました。
　井端監督は「この大会で優勝することを目標に２年間、指導者・保護者・子ども達と一丸となっ
て頑張ってきました。５年生３人、４年生４人、３年生１人、２年生１人というメンバーで優勝で
きて本当に驚いています。日頃の練習を頑張ってきた成果ですね」と話してくれました。
　なお優勝した古平には来年６月に開催される全日本学童・後志予選大会のシード権が付与され、
来年も活躍が期待されます。

古平野球スポーツ少年団　練習の成果を発揮し、見事優勝！

12

広
報 

ふ
る
び
ら 

11
月
号

平
成
30
年
10
月
26
日
発
行
第
５
１
６
号

■
編
集
／
発
行

：

古
平
町
役
場
総
務
課
情
報
防
災
係

　
古
平
町
大
字
浜
町
40
番
地
４
　

☎（
代
）42

－

２
１
８
１

■
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス h

ttp
:/

/
to

w
n
.fu

ru
b
ira

.lg
.jp

/

■
印
刷

：（
株
）総
北
海

	

氏
　 

名	

年
齢	

死
去
月
日	

町
内

村む
ら
か
み上

　
豊と

よ
み
つ充

さ
ん	

69
歳	

9
・
12	

浜
　
三

川か
わ
よ
し吉

　
トと

もモ
さ
ん	

80
歳	

9
・
17	

浜
　
三

佐さ

さ

き

々
木

　
貢

み
つ
ぐ

さ
ん	

72
歳	

９
月
中
旬	

浜
　
三

本ほ

ん

ま間
　
サさ

つツ
さ
ん	

81
歳	

9
・
20	

旭
　
町

清し

み

ず水
　
雄ゆ

う

た太
さ
ん	

39
歳	

9
・
21	

歌
棄
町

大お

お

ち地
　
光み

つ

お雄
さ
ん	

83
歳	

9
・
29	

港
　
町

ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す

町の人口と世帯数
� 前月比

人　口	3,067人　�（－19）

　男	 1,447人　�（－９）

　女	 1,620人　�（－10）

世帯数	1,738世帯�（ ０ ）

外国人	 37人　�（ ０ ）

　男	 2人　�（ ０ ）

　女	 42人　�（ ７ ）

平成30年９月末日現在
住民基本台帳人口
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